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は
じ
め
に

石
川
啄
木

の
第

一
詩
集

『あ
こ
が
れ
』

(明
治
三
八
年
五
月
、
小
田
島
書
房
刊
)

の
序
詩

「沈
め
る
鐘
」
(初
出
、
「時
代
思
潮
」
明
治
三
七
年
四
月
)
は
、
早
く
か

ら
序
詩
に
目
さ
れ
、
詩
集

の
題
名
に
も
予
定
さ
れ
て
い
た
啄
木

の
自
信
作
で
あ

る
。

渾
沌
霧
な
す
夢

よ
り
、
暗
を
地
に
、
/
光
を
天
に
も
劃
ち
し
そ
の
曙
、
/
五

天

の
大
御
座
高
う
も

か

へ
ら
す
と
て
、/
七
宝
花
咲
く
紫
雲

の

『時
』
の

輦
/
瓔
珞
さ
ゆ
ら
ぐ
軒
よ
り
、
生
と
法

の
/
進
み
を
宣
り
た
る
無
間
の
巨

鐘
を
ぞ
、/
永
遠
な
る
生
命

の
証
と
、
海
に
投
げ

て
、/
蒼
穹
は
る
か
に
大

神
知
う
し
立
ち
ぬ
。

こ
こ
に
挙
げ
た
の
は
第

一
連

の
み
で
あ
る
が
、
「沈
め
る
鐘
」

の
詩
全
体
は
、

天
地
開
闢

の
時

に
神
が
海

の
底

に
沈
め
た
鐘

の
音
を
体
感
す
る
事

に

〈
永
遠
な

る
生
命
〉
と
の

一
体
感
を
感
じ
、
こ
の
地
上

に
神
の
加
護
を
得
て

〈詩
人
の
王

座
〉
を
作
ろ
う
と
す
る
詩
人
の
想

い
を
描

い
て
い
る
。
「永
遠

の
生
命
」
と
は

啄
木

の
詩
人
と
し
て
の
自
負
心
と
も
結
び

つ
い
た
詩
語
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
　

　

こ
の
語
の
背
景

に
は
鈴
木
貞
美
氏
が
提
唱
し
た

「生
命
主
義
」

の
大
き
な
流

れ
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
啄
木

は

一
体
こ
の
語
を
ど
こ
か
ら
導

い
た
の
だ
ろ
う
か
。

明
治

・
大
正
期

の
代
表
的
総
合
雑
誌

「太
陽
」
を
主
な
舞
台
と
し
て
明
治
三

十
年
代
半
ば
か
ら
繰
り
広
げ
ら
れ
た
高
山
樗
牛
と
姉
崎
嘲
風

の
ド
イ

ッ
思
想

・

文
化
受
容
と
日
本
文
明
批
評
の
論
説
が
当
時

の
青
年
読
者
達

に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
事

は
周
知

の
事
実
で
あ
ろ
う
。
啄
木
も
ま
た
そ
の

一
人
で
あ

っ
た
。

こ

こ
に
取
り
挙
げ
た
詩
語

「永
遠
の
生
命
」
も
こ
の
高
山
樗
牛
と
姉
崎
嘲
風

の
論
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説
よ
り
得
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
先
行
研
究
で
は
高
山
樗
牛

・
姉

崎
嘲
風

の
論
説
と
啄
木
が
当
時
執
筆
し
よ
う
と
し
た
評
論

「
ワ
グ
ネ

ル
の
思

想
」
と
の
比
較

は
あ

っ
て
も
、
『あ

こ
が
れ
』
の
詩
作
品
と
高
山
樗
牛
及
び
姉

崎
嘲
風

の
論
説
と
の
関
わ
り
を
論
じ
た
も

の
は
な
か

っ
た
。
ま
た
、
両
者
か
ら

の
影
響

は
単
に

「永
遠
の
生
命
」
と
い
う
観
念
だ
け
に
は
止
ま
ら
な

い
の
で
は

な

い
か
。
彼
等
か
ら
受
け
継
い
だ
精
神
は
詩
集

『あ
こ
が
れ
』

の
世
界

に
深
く

流
れ
込
み
、
確
か
な
思
想
基
盤
を
形
成
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
論

で
は
、
詩
集

『あ

こ
が
れ
』

へ
の
高
山
樗
牛

と
姉
崎
嘲
風

の
評
論

の
影
響

に
つ

い
て
、
「永
遠

の
生
命
」
を
始
め
と
し
た

「永
遠
」
と

「瞬
間
」

に
つ
い
て
の

時
間
論
、
詩
人

の
使
命

の
認
識
、
「戦
闘
」
意
識
等
の
観
点

か
ら
具
体
的

に
詩

の
表
現
に
即
し
て
比
較
検
証
す
る
。
そ
し
て
、
啄
木

の
内
な
る

「永
遠

の
生

命
」
の
変
容
過
程
に
つ
い
て
も
追

っ
て
い
く
。

1

「
永
遠

の
生
命
」

と

「愛
」

の
思
想

ま
ず
、
高
山
樗
牛
と
姉
崎
嘲
風
が
主

に

「太
陽
」
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
た
論

説
の
概
観
を
振
り
返

っ
て
み
た
い
。

高
山
樗
牛
は

「太
陽
」
に
発
表
し
た

「文
明
批
評
家
と
し
て
の
文
学
者

(本

邦
文
壇

の
側
面
評
)」
(明
三
四
・
一
)、
「姉

崎
嘲
風

に
与
ふ
る
書
」

(明
三
四

・

六
)、
「美
的
生
活
を
論
ず
」
(明
三
四

・
八
)、
「感
慨

一
束

(姉
崎
嘲
風
に
与
ふ

る
書
)」
(明
三
五

・
九
)
な
ど
を
通
し
て
、

ニ
ー
チ

ェ
哲
学
か
ら
影
響
を
受
け

た
個
人
主
義
と
、
人
間
内
部

の
自
然
の
発
現

と
し
て
本
能

の
解
放
を
説

い
た
。

そ
の
際
、
か
つ
て
の

〈吾
等
は
死
を
超
絶
し
て
其

の
永
世
を
続
け
ざ
る
べ
か
ら

ず
。
如
何

に
せ
ば
死
し
て
生
く
る
を
得
む
乎
、
人
生
究
竟

の
問
題
茲

に
集

ま

る
〉
(「死
と
永
世
」、
明
三
二

・
八
)
と

い
う
問
題
提
起

に
対

し
、
〈強
大
な
る

個
人
の
意
力

の
現
は
る
〉
所
、
其
処
に
は
必
ず
永
遠

の
生
命
あ
り
〉
(「姉
崎
嘲

風
に
与
ふ
る
書
」、
「太
陽
」
明
三
四

・
六

)
と
言
う
結
論
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
高
山
樗
牛
に
応

じ
て
執
筆
、
「太
陽
」
に
発
表
さ
れ
た
姉
崎
嘲
風

の

一
連

の
書
簡

「高
山
樗
牛
に
答
ふ
る
の
書
」
(明
三
五

・
二
、
三
)、
「高
山
君

に

贈
る
」

(明
三
五

・
三
)、
「再
び
樗
牛

に
与
ふ
る
書
」
(明
三
五

・
八
)
に
は
、

シ

ョ
ウ
ペ
ン

ハ
ウ

エ
ル
、

ニ
ー
チ

ェ
、

ワ
ー
グ
ナ
ー
の
思
想

の
差
異
と
根
源
的
繋

が
り
に

つ
い
て
の
見
解
が
論
じ
ら
れ

て
い
る
。

シ
ョ
ウ
ペ
ン

ハ
ウ

エ
ル
は
、

「宇
宙
の
意
志
」
即
ち
人
間
内
部
に
存
在
す
る
生
き
ん
と
す
る

「盲
目
的
意
志
」

の
衝
動

に
翻
弄
さ
れ
る
が
故

に
人
間
の
現
生
は
苦
で
あ
る
と
し
、
そ
こ
方
ら
の

恒
常
的
解
脱
を
意
志
の
諦
観
、
絶
滅

に
よ
る

ニ
ル
ヴ

ァ
ー
ナ

(涅
槃
)
に
求

め

た
。
彼
の
哲
学
は
、
自
然
と
精
神

の
最
高
統

一
を
芸
術

に
見
出
し
美
的
観
念
論

を
提
唱
し
た
シ
ェ
リ
ン
グ
の
感
化
と
共
に
姉
崎
嘲
風

の
思
想
を
成
立
さ
せ
た
大

き
な
支
柱
と
な

っ
た
。
そ
の
シ
ョ
ウ
ペ
ン

ハ
ウ
エ
ル
の

〈
意
志
否
定
〉
の

〈究

竟
〉
に
姉
崎
嘲
風

は

〈大
宇
宙
的
自
愛
〉
を
認
め
、
〈僕
は
君
と
共

に
宇
宙

の

霊
光
な
る
偉
人
の
愛

に
依
り
て
融
合
解
脱

の
地
を
求
め
ん
の
み
〉
(「再
び
樗
牛

に
与
ふ
る
書
」、
「太
陽
」
明
三
五

・
八
)
と
、
大
宇
宙

の
生
命
と
の

一
体
化
に
魂

の
救
済
を
求

め
る
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
リ
ズ
ム
を
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら

一
連
の
論
説

に
登
場
し
た

「永
遠
の
生
命
」
と
い
う
言
葉
は
、
元
来
、
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キ
リ
ス
ト
の
復
活
を
語

る
パ
ウ

ロ
の
言
葉

で
あ
る
が
、
林
正
子
氏
に
よ
れ
ば
、

明
治
期

に
於

い
て
は
キ
リ
ス
ト
教
に

つ
い
て
の
造
詣
や
ド
イ
ッ
思
想

・
文
化

へ

の
親
炙

の
中
か
ら
ま
ず
高
山
樗
牛
が
、
次

に
姉
崎
嘲
風
が
用

い
た
言
葉
だ
と
言

う
。
林
氏
は
、
姉
崎
嘲
風
が
高
山
樗
牛

の
永
世

へ
の
希
求
を
受
け
継
ぎ
、
樗
牛

の
人
生
や
言
説
を
辿
り
つ
つ
、
姉
崎
自
身

の
形
而
上
的

・
神
秘
的
宗
教
観

・
世

　
　

　

界
観

・
生
命
観
を
確
認
、
昇
華
し
て
い
っ
た
軌
跡
を
詳
細
に
追

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
高
山
樗
牛
及
び
姉
崎
嘲
風

の
論
説
と
啄
木
詩
の
世
界
と
は
想
像
以

上
に
共
鳴
し
あ

っ
て
い
る
。
啄
木
は
明
治
三
十
七
年
八
月
三
日
の
伊
東
圭

一
郎

宛
書
簡
の
中
で
次
の
よ
う

に
書

い
て
い
る
。

我
は
た
ゴ
、
こ
の
世
を
越
え
、
こ
の
驅
を
脱

し
て
、
「
永
遠
」
を
友
と
し

生
命
と
す
る
が
為
め
に
、
此
土
に
送

ら
れ
、
又
去
る
べ
き

で
あ
る
。

(略
)

「我
」

の
生
存

の
意
義

は
天
与

の
事
業

の
た
め
に
健
闘
努
力
し
て

「真
人
」

の
人
格
に
到
達
し
や
う
と
云
ふ
に
あ

る
と
信
ず
る
の
で
あ
る
。

こ
の
文
面
に
は

「永
遠

の
生
命
」
と

の

一
体
化
を
使
命
と
考
え
る
啄
木
の
姿

が
顕
著

に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
頃

の
啄
木
が
書

い
た
評
論
に

「
ワ
グ
ネ

ル
の
思
想
」
(「岩
手
日
報
」
明
三
六

・
五

・
三

一
、
六

・
二
、
六

・
五
、
六

・
六
、

六

・
七
、
六

・
九
、
六

・
一
〇
)
が
あ
る
。

こ
の
中
で
啄
木
は
物
質
文
明

に
よ

っ

て
形
骸
化
し
た
十
九
世
紀

の
概
観
を
述

べ
た
後
、
〈現
象
世
界
〉
と
共
に

〈
万

有

の
永
遠
性
の
流
動
〉
を
見
せ
る
実
在
界
が
あ
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
だ
と
説

い
た
。
そ
し
て
、
こ
の

「実
在
と
現
象
」
の
両
存
在
を
踏
ま
え
、

ニ
ー
チ

ェ
と

ト
ル
ス
ト
イ
と
い
う
正
反
対
の
思
想
家

に
つ
い
て
述

べ
て
い
る
。
ま
ず
、

ニ
ー

チ
ェ
に
と

っ
て
の
人
生
と
は

〈
権
力
意
志

の
表
現
〉

で
あ
り
、
彼
は
現
象
界
を

重

ん
じ
過
ぎ

て
い
る
と
す
る
。

一
方
、
ト
ル
ス
ト
イ
は

〈
意
志
消
滅

の
静
止
的

平
和
〉
を
掲
げ
、
実
在
界
を
重
視
し
過
ぎ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
評
論
は
中

断
し
て
い
る
が
、
本
文

の
附
記
の
部
分
か
ら
、
人
間
が
実
在
、
現
象

の
両
世
界

の
調
和
を
成
す

べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、
こ
の
後

ニ
ー
チ
ェ
と
ト

ル
ス
ト
イ

の
二
者
を
止
揚
し
た
存
在
と
し
て
ワ
グ
ナ
ー
を
詳

し
く
論
じ
る
予
定

で
あ

っ
た
、
と
想
像
さ
れ
る
。

こ
の
啄
木

の

「
ワ
グ
ネ
ル
の
思
想
」
が
先

に
触
れ
た
姉
崎
嘲
風
の

「高
山
樗

牛

に
答
ふ
る
の
書
」
(「太
陽
」
明
三
五

・
二
、
三
)
「再
び
樗
牛

に
与
ふ
る
書
」

(「太
陽
」
明
三
五

・
八
)
を
踏
ま
え

て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
事
は
既
に
指

　
ヨ

　

摘
さ
れ
て
い
る
。
啄
木
は
、
十
九
世
紀
社
会

の
概
観
を
ド
イ
ッ
帝
国
主
義

の
現

状
を
告
発
す
る
姉
崎
嘲
風
の
筆
致
と
ほ
ぼ
等
し
く
し
て
書

い
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
万
有
科
学
と
精
神
科
学

の
統

一
を
思
索
す
る
姉
崎
嘲
風
と
、
実
在
界
と

現
象
界

の
統

一
を
求

め
る
啄
木

の
精
神
世
界
と
は
相
似
形
を
成
し
て
い
る
と
言

っ
て
良

い
。
姉
崎
嘲
風

は

「再
び
樗
牛
に
与
ふ
る
書
」
で
、

シ
ョ
ウ
ペ
ソ
ハ
ウ

エ
ル
、

ニ
ー
チ

ェ
、

ワ
グ
ナ
ー
の
思
想
に
つ
い
て
論
じ
、
そ
の
中

で
、

シ
ョ
ウ

ペ
ン
ハ
ウ

エ
ル
の
意
志
消
滅
の
思
想
と
、
個
人

の
尊
厳

と
意
志
拡
張
を
説
き
な

が
ら
孤
独
な
死
を
遂
げ
た

ニ
ー
チ

ェ
、
そ
の
両
者

に
対
す
る
懐
疑
を
表
明
し
、

両
者
を
融
合
す
る
も

の
と
し
て
ワ
グ
ナ
ー
の

く意
志
消
滅
の
死
時

の
愛
よ
り
転
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じ
て
、
意
志
拡
充

の
包
括
的
愛
〉

の
思
想
に

つ
い
て
書

い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
姉
崎
嘲
風
の
論
説
を
介
し
て

ワ
グ
ナ
ー
に
傾
倒
す
る
啄
木

の
姿

は
、
明
治
三
十
七
年

一
月
十
三
日
付
け
の
姉
崎
嘲
風
自
身
に
宛

て
た
書
簡

の
言

葉

〈帰
り
来
て
、
苦
悶
愁
悵
の
間

に
、
先
づ
思
ひ
立
ち
た
る
は
、
嘗
て
先
生

の

御
書

に
て
聞
き
知
り
た
る
ワ
グ
ネ
ル
の
研
究

に
御
座
候
〉
や
、
次
に
挙
げ
た
明

治
三
十
五
年
十
月
十
七
日
、
細
越
毅
夫
宛

の
書
簡

の

一
節
か
ら
も
明
ら
か
に
な

る
だ
ろ
う
。

高
尚
な
る
感
情
は
高
尚
な
る
人
格
を
形
造

る
高
尚
な
る
愛
の

一
念
は
人
生

の
最
高
貴
な
る
価
値
也
。

詩
人

の
立
脚
地
も
亦
こ
〉
に
あ
り

最
高

の
意
志
は
最
高

の
感
情
を
伴
ふ

こ
れ
わ
が
持
論
也
嘲
風
博
士
が

ニ
イ

チ

エ
に
満
足
せ
ず
し
て
ワ
グ
ネ
ル
の
愛

の
世
界
観
を
喜
ぶ
も
亦

こ
の
理
に

外
な
ら
ず

ま
た
、
啄
木
は
明
治
三
十
六
年
九
月
十
七
日
、
九
月
二
十
八
日
付
け
の
野
村

長

一
郎
宛
書
簡
で
も
、
盛
岡
中
学
校
中
退
後

の
上
京

の
挫
折
体
験
を
経
て
利
己

主
義
と
個
人
主
義
と
の
雲
泥
の
差

に
気
付

い
た
事
、
そ
れ
と
共

に
姉
崎
嘲
風
の

ワ
グ
ナ
ー
研
究
か
ら
示
唆
さ
れ
た
他
者
と

の
融
合
を
可
能

に
す
る

「愛
」

の
理

念

の
重
要
性
に
つ
い
て
綴

っ
て
い
る
。
啄
木

は
地
上

の
汚
濁

に
満
ち
た
有
限
の

生

の
場
か
ら
、
姉
崎
嘲
風
を
介
し
て
ワ
グ
ナ
ー
の
説
く

「愛
」
を
媒
介
と
し
、

光

に
満
ち
た
天
界
の

「永
遠

の
生
命
」

に
辿
り
着
こ
う
と
し
た
こ
と
を
打
ち
明

け
て
い
る
の
で
あ
る
。

詩
集

『あ

こ
が
れ
』

の
多
く
の
詩
は
、
啄
木
が

「
ワ
グ
ネ
ル
の
思
想
」
を
執

筆
し
た
明
治
三
十
六
年
か
ら
翌
三
十
七
年

に
創
作
さ
れ
て
い
る
。
地
上
を
汚
濁

に
満
ち
た
苦
悩

の
場
、
天
界
を
清
浄
無
垢
な
る
安
ら
ぎ
の
場
と
し
て
、
地
上

で

の

「愛
」

の
歓
喜
を
媒
介

に
地
上
か
ら
天
界

へ
の
憧
憬
と
い
う
内
容
を
著
し
た

『あ

こ
が
れ
』
は

「
ワ
グ
ネ
ル
の
思
想
」
の
詩
的
形
象
化
で
あ
る
と
指
摘

し
た

　
る

　

の
は
伊
藤
淑
人
氏

で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
「
ワ
グ
ネ

ル
の
思
想
」
執
筆

の
契
…機

と
な

っ
た
姉
崎
嘲
風
の
影
響
は
、
「永
遠

の
生
命
」
及
び
ワ
グ
ナ
ー
と
彼

の
説

く

「愛
」

へ
の
信
奉
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

つ
ま
り
、
以
下
に

考
察
す
る
通
り
、
高
山
樗
牛

に
応
え
る
形
で
発
表
さ
れ
た
姉
崎
嘲
風

の
一
連

の

論
説
が

『あ
こ
が
れ
』
の
思
想
基
盤
を
形
成
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

2

「
永
遠
」

と

「瞬
間
」

啄
木
が
明
治
三
十
七
年
五
月
二
十
日
の
暁
近
き
頃
、
ふ
と
眼
を
覚
ま
し
記
し

た

「偶
感
二
首
」
(「時
代
思
潮
」
明
治
三
七

・
六
)
と
い
う
詩
が
あ
る
。
そ
の
内

の

一
つ

「我
な
り
き
」

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

瞬
時
、
さ
な
り
瞬
時
、
そ
れ
既
に
/
永
久
な
る
鎖

か
が
や
く

一
閃
。/
無

生
よ
、
さ
な
り
無
生
よ
、
そ
れ
や
は
た
、/
と
は
な
る
生

の
流
転

の
不
現

108



石川啄木の 「永遠の生命」

影
。
1
/

(略
)/
/
あ
あ
人
、
さ
ら
ば

い
の
ち

の
源
泉

の
/
見
え
ざ
る

『我
』
を

『彼
』
と
そ
汝
呼
べ
よ
。/
無
生

の
生

に
汝
等
が
還

る
時
、
/
有

生

の
生

の
円

光

ま
ば

ゆ

き

に
/

『彼
』
と

そ
我

は
遊

ぽ

む
、
霊

の

国
。/
/
見
え
ざ

る
光
、
動
か
ぬ
夢

の
羽
、
/
音
な
き
音
よ
、
久
遠
の
瞬
き

よ
、/
ま
ぼ

ろ
し
、
そ
れ
よ
、
『ま
こ
と

の
我
』
な
り
き
。/

『彼
』
こ
そ

霊
の
白
湛
、
1

『我
』
な
り
き
。
1
/

ほ
の
か
に
夜
半

に
た
だ
よ
ふ
鐘

の

音
の
/
光
を
纏
ふ
ま
ぼ
ろ
し
、
1

『我

』
な
り
き
。

こ
の
部
分
か
ら
は
、
「永
遠

の
生
」
が
現
実
世
界
に
影
を
落

と
し
、
現
世

の

自
己
を

一
瞬

の
光
を
纏
う
幻
、
仮
象
の
存
在

と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

「永
遠
」

の

「瞬
間
」
と
し
て
発
現
す
る
自

己
存
在
、
と

い
う
認
識
は
こ
の
頃

の
啄
木

に
通
底
し
て
い
る
。
「偶
感
二
首
」

の
も
う

一
篇

の
詩

「閑
古
鳥
」
に

も

〈
永
遠
!

そ
れ

よ
不
滅

の
し
ば

た

た
き
、/
ま

た
た
き
!

は

た
や
、

暫
し
の
と
こ
し
な

へ
。
〉
と
あ

る
。
こ
こ
で
は

「永
遠
」
に
照
ら
し
た
現
象
界

の
生
は

「瞬
問
」

の
も
の
と
し
て
捉
え
ら

れ
、
ま
た
そ
の
逆
も
成
り
立

つ
事
を

書

い
て
い
て
、
よ
り
明
確
に

「永
遠
」
が

「瞬
間
」
と
等
式

で
結
ぼ
れ
て
い
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

去
り
ゆ
く

「今
」
11

「
瞬
間
」

に

「永

遠
」
を
、
ま
た
、
「永
遠
」

の
影
と

し
て

「今
」
11

「瞬
間
」
を
感
受
す
る
こ

の
よ
う
な
啄
木

の
時
間
認
識
は
、
仏

教

の
時
間
論
と
重
な
る
も

の
が
あ

る
。
確

か
に
啄
木

の
父
は
曹
洞
宗

の
僧
侶

で

あ
り
、
幼
少
時
よ
り
仏
典
に
親
し
む
…機
会
が
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
事
を
考
え
れ
ぽ
、

　
ら

　

仏
教

の
影
響
も
否
定

は
で
き
な
い
。

一
方
、
今
井
泰
子
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ

う

に
、
こ
の
頃

の
啄
木
の
世
界
観

の
骨
組
と
表
皮

は
、
聖
書
、

ニ
ー
チ

ェ
、
ト

ル
ス
ト
イ
、

ワ
グ
ナ
ー
、

シ
ョ
ウ
ペ
ン

ハ
ウ

エ
ル
等
、
当
時
親
炙
し
た
西
欧
思

想
、
近
代
思
想
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
決
し
て
矛
盾
を
意
味
し
な
い
で
あ

ろ
う
。
ド
イ

ッ
文
化

・
思
想

の
影
響
を
受
け
た
高
山
樗
牛

・
姉
崎
嘲
風

の
説
く

「永
遠

の
生
命
」
を
感
受
し
や
す
い
土
壌
を
啄
木
が
既
に
持

っ
て
い
た
故

に
、

「我
な
り
き
」
に
表
現
さ
れ
た

「永
遠
」
即

「瞬
間
」
と
い
う
時
間
認
識
が
根

付

い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
姉
崎
嘲
風

の
論
で
あ
る
が
、
明
治
三
十
七
年

二
月
、
「太
陽
」

の

「文

芸
雑
爼
」
欄
に

「清
見
潟
の
除
夜
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「清
見
潟
の
除
夜
」

は
姉
崎
嘲
風
の
想
念

の
中
で
の
高
山
樗
牛
と
の
対
話
を
綴

っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、

一
と

せ
あ

ま

り

の
前

、

ロ

ン
ド

ン
な

る

ハ
ム

ス

テ

ツ
ド

の
野

に
、

わ

れ

ア

ウ

グ

ス

テ

ソ

を

読

み

て
、

過

去

と

今

、

今

と

未

来

、

何

れ

も

一

つ

の

「
今

」

と

な

る

を

感

得

せ

し

時

、

(略

)
思

へ
は

わ

れ

等

の
生

は

、

ま

こ

と

超

世

の
生

の
片

わ

れ

に
ぞ

あ

る

。

そ

こ

に

は
過

去

も

な

く
未

来

も

な

し

、

只

永

へ
の

「
今

」

あ

る

の

み
。

生

こ

〉

に
あ

り
、

「
今

」

こ

〉
に

あ

り

。

光

り

の
生

な

り
、

愛

の

「
今

」

な

り

。

友

よ

、

除

夜

も

元

旦

も

、

過

ぎ

し

歳

も
来

ん
歳

も

、

皆

是

れ

一
つ

「
今

」

の
面

の
波

な

り

、
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と
言
う
部
分
が
あ
り
、
〈
超
生

の
生
>
u

「永
遠

の
生
」

の

「今
」
を
生
き

る

姉
崎
嘲
風
の
姿
が
認

め
ら
れ
る
。
過
去
も
未
来
も
な
い
、
あ
る
の
は

「今
」
と

い
う
瞬
間
だ
け
な
の
で
あ
り
、
そ
の

「今
」
が
永
遠
に
続

い
て
い
く
と
言
う
も

の
で
あ
る
。
次
に
挙
げ
た
姉
崎
嘲
風
の

「戦

へ
、
大

に
戦

へ
」
(
「太
陽
」
明
治

三
七

・
一
)
の
中
の

一
節

に
は
よ
り
詳
細

に
こ
の
時
間
論

の
内
実
が
描

か
れ
て

い
る
。世

の
人
よ
、
今
の

一
生
は
前
後
只

一
度

の
此
生
で
は
な
い
か
、
今

の
時

は

過
去
未
来
を
包
括
し
た
る

「今
」
で
は
な
い
か
、
此
生

に
於
て
吾
等

は
過

去
の
光
栄
を
体
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
、

此

一
生
は
即
ち
未
来

の
生
々
の
源

頭
で
あ
る
、
久
遠
の
過
去
を
此

「今
」

に
収
め
尽
し
た
吾
等
は
悠
久

の
未

来
を
も
此

「今
」
の

一
瞬

か
ら
生
み
出

す
べ
き
必
然

の
運
命
を
有

つ
て
お

る
、
怯
懦

で
此
の
今

の

一
瞬
を
過
ご
せ
ぽ
、
そ
れ
は
三
世

の
自
己
を
殺
す

の
で
あ
る
、
疎
懶
此

一
生
を
過
ご
せ
ば

、
自
分

の
生
命
と
価
値
と
は
永
劫

再
び
復
活
し
得
る
望
み
は
な
い
の
で
あ

る
、

「今
」
と
い
う
瞬
間
は
過
去
を
収
斂
し
て
お
り
、
ま
た
、
未
来

の
端
緒

で
あ
る

と
言
う
。
こ
の
よ
う
に

「瞬
間
」
を
生
き

る
事

の
大
切

さ
を
説
き
、
「永
遠
」

と

「今
」
を
融
合
さ
せ
る
姉
崎
嘲
風

の
時
間
論
と
啄
木
詩
に
著
さ
れ
た
そ
れ
と

は
明
ら
か

に
重

な
る
。
「永
遠
」
と

「瞬

間
」
11

「今
」
を
結
び

つ
け
、
「永

遠
」

の
現
前
化
と
し
て

「今
」
を
捉
え
よ
う

と
す
る
時
間
認
識
は
、
啄
木
が
傾

倒
し
た
姉
崎
嘲
風
の
論
説

に
既
に
顕
著

に
表
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
啄
木

は
姉
崎
嘲
風

か
ら
示
唆
を
受
け
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
事
を
確
認
し

て
お
き
た
い
。

3

「戦
闘
」
意
識
と
詩
人
の
使
命
、
再
び

「
永
遠
の
生
命
」

ま
た
、

こ
う
し
た

「
永
遠
」
と

「瞬
間
」

の
観
念
だ
け
で
は
な
く
、
姉
崎
嘲

風
が
示
し
た
芸
術
観
、
「戦
闘
」
意
識
の
鼓
舞
も
ま
た
、
啄
木
に
影
響
を
与
え

て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

先

に
引

い
た
啄
木
詩

「閑
古
鳥
」
(「時
代
思
潮
」
明
三
七

・
六
)
の
続
き
は

次

の
よ
う
で
あ
る
。

似
た
り
な
、
ま
こ
と
こ
の
詩
と
か
の
声
と
。
1
/
こ
れ
げ

に
、
弥
生
鶯
春

を
讃
め
、/
世
に
充

つ
芸
の
聖
花

の
盗

み
人
、
/
光
明

の
敵
、
い
の
ち
の
賊

の
子
が
/
お
も
ね
り
甘
き
酔
歌

の
類
な
ら
ず
。/
健
闘
、

つ
か
れ
、
く

る

し
み
、
自
衿

に
/
光

の
ふ
る
里
し
の
ぶ
真
心
の
/

い
の
ち
の
血
汐
も
え
立

つ
胸

の
火
に
/
染

め
な
す
驕
り
、
不
断

の
霊

の
糧
。/
我
あ

る
限
り
わ
が

世
の
光
な
る
/

み
つ
か
ら
叫
ぶ
生

の
詩
、
生
の
声
。

〈
わ
れ
〉
は
暁
時

に
聴
こ
え
て
き
た

〈閑
古
鳥
〉
の
鳴
き
声
が

〈詩
〉
と
類
似

し
て
い
る
と
思
う
。
と
同
時

に
幼
き
日
に
こ
の
鳴
き
声
を
聞
い
た
事
を
思
い
出

し
、
感
慨
に
ふ
け
る
。
そ
し
て
、
真

の

〈詩
〉
も
ま
た
こ
の

〈閑
古
鳥
〉
の
鳴
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き
声

の
よ
う

に
永
遠
に
不
滅

で
あ
り
、
こ

の
世
で

〈
健
闘
、

つ
か
れ
、
く
る

し
〉
む

〈
勇
士
〉

の

〈
不
断

の
霊

の
糧
〉

と
な
る
こ
と
を
信
じ
、
〈詩
〉
を
歌

い
続
け
よ
う
と
決
意
す
る
、
と

い
う
内
容

で
あ
る
。

こ
の
詩

に
特
徴
的
な
の
は
、
「永
遠
」
と

「瞬
間
」

の
同

一
化
と
共

に
、
詩

人
が
こ
の
世

の
汚
濁
と
戦
う
勇
士

の
糧

に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
点

で
あ
る
。

『あ

こ
が
れ
』

の
詩

に
は
こ
の
よ
う
な

「永
遠

の
生
命
」

へ
の
希
求
が
同
時

に

「戦
闘
」
意
識

に
結
び

つ
い
て
い
る
例
が
見

ら
れ
る
。
実

は
こ
の

「戦
闘
」
意

識
も
姉
崎
嘲
風

の
論
説

の
主
張
と
重
な
る

の
で
あ
る
。

姉
崎
嘲
風
は

「戦

へ
、
大

に
戦

へ
」

(「太
陽
」
明
三
七

・
一
)
で
、
小
手
先

だ
け
の
文
明

に
安
住

し
平
和

に
麻
痺
し
て

い
る
の
が
日
本

の
現
状

で
あ
る
と
し
、

今

の
世
は
生
存
競
争
の
時
代

で
は
あ

っ
て
も
そ
れ
は
征
戦

で
は
な
く
利
害
の
為

に
争

っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
、
と
否
定
的
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
姉
崎

嘲
風
は
戦
闘
的
態
度
を
鼓
舞
す
る
の
で
あ

る
。

こ
の
戦
闘
的
態
度
と
は
日
露
戦

争
開
戦
を
煽
る
よ
う
な
現
実
的
、
旦
ハ体
的

な
も

の
で
は
な
く
、
〈政
治
と
限
ら

ず
、
美
術
、
文
学
、
思
想
、
信
仰
何
れ

の
方
面

に
於
て
も
吾
等
の
自
信

の
あ
る

限
り
、
力

の
及
ぽ
ざ

る
所
ま

で
で
も
大

に
戦

て
戦

て
戦
死
し
な
け
れ
ぽ
な
ら

ぬ
、
〉
と
あ

る
よ
う
に
、
精
神
的
戦
闘
を
意

味
す

る
も

の
で
あ

る
事
は
言
う
ま

で
も
な

い
。
彼

は
ま
た
次

の
よ
う
に
説
く
。
〈平
和
を
願
ふ

の
は
即
ち
降
伏

で

あ
る
、
調
和
は
即
ち
敗
亡
で
あ
る
〉。
〈戦
闘
は
怯
懦
を
打
破
す
る
の
好
利
器
で

あ
る
〉
か
ら
我
ら
は

〈
大
に
師
子
吼
し
大

に
奮
闘
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
〉。
そ

の
際

く戦
ふ
に
も
命
が
け
、
負
け
て
戦
死

し
て
も
侮

る
事
な
き
覚
悟
が
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
〉。

つ
ま
り

〈
私
闘
で
な

い
、
正
々
堂
々
自
信
と
人
格
と
か
ら
湧
て

出
る
大
獅
子
吼
の
征
戦
を
唱
道
す
る
の
で
あ

る
〉
。

地
上
の
汚
濁
か
ら
脱
却
を
図
る
ワ
グ
ナ
ー
の

「愛
」

の
思
想
を
啄
木

に
知
ら

せ
る
契
機
と
な

っ
た
の
は
姉
崎
嘲
風
で
あ

っ
た
。
そ
の
姉
崎
が
説
く
現
世
に
於

け
る

「戦
闘
」
意
識
の
鼓
舞
に
啄
木
が
感
化
さ
れ
た
の
は
間
違
い
な

い
だ
ろ
う
。

姉
崎
嘲
風

に
触
発
さ
れ

て
啄
木
は
、
〈
一
つ
の
文
明
が
発
達
し
て
最
早
展
開

の

余
地
な
き
に
至
る
と
、
向
上

の
精
神
が
滅
す
る
〉、
そ
し
て
、
〈
文
明

の
保
守
的

に
傾
く
第

一
歩
は
、
同
時
に
其
文
明
の
破
滅

の
第

一
歩
〉
で
あ
る
と
言
う
。
そ

こ
か
ら

〈
世
界
文
化
〉
と

〈平
和
〉
の
為
に
は

〈
唯
革
命
と
戦
争
の
二
つ
あ
る

の
み
で
あ
る
。〉
と
す
る
主
張
が
生
ま
れ
る
。
啄
木
は
こ
の
主
張
を
日
露
戦
争

と
関
わ
ら
せ
て
独
自

の
戦
闘
理
論
を
記
し
た

「
戦
雲
余
録
」

(「岩
手
日
報
」
明

治
三
七

・
三

二
二
、
三

・
四
、
三

・
八
、
三

・
九
、
三

・
一
〇
、
三

・
一
二
、
三

・

一
六
、
三

・
一
九
)
を
発
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
、

こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
啄
木
が
現
世
で
の

「戦
闘
」
を
支

援
す
る
も
の
と
し
て

「
詩
」
の
存
在
を
考
え
て
い
る
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
詩

の
優
位
性
と
詩
人

の
使
命

の
自
覚
が
認

め
ら
れ
る
の
だ
。
こ
れ
は
、
霊

の
住
処

で
あ
る
森
が
塵

の
疾
風

に
侵
さ
れ
る
の
を
守
る
為

に
警
告
を
発
す
る
小
さ
な
啄

木
鳥
を
歌

っ
た
詩

「啄
木
鳥
」
(
「明
星
」
明
治
三
六

・
一
二
)
に
も
共
通
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
詩
、
文
学
、
広
く
は
芸
術

の
使
命
と
優
位
性
を
語
る
啄

木

の
想

い
を
啄
木
自
身

の
日
記

(明
治
三
七

・
七

・
二

一
)
か
ら
抽
出
す
れ
ば

次

の
よ
う

に
な
る
。
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我
は
芸
術

の
融
化
を
通
じ
て
あ
ら
ゆ
る
人
間

の
人
格
を
改
造
せ
ん
事
を
欲

す
。
(略
)
然
ら
ば
乃
ち
美

の
斧
を
以

て
し
た
る
凱
旋

の
更
生
は
や
が
て

乃
ち
世
界
が
真

の
生
命

に
入
る
べ
き
第

一
の
段
階

に
非
ざ
る
か
。
芸
術

の

尊
き
所
以
は
乃
ち
此
故
な
り
。

し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
意
識
も
ま
た
、
高
山
樗
牛
と
姉
崎
嘲
風

の

一
連

の
論

説
に
触
発
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
芸
術
至
上
主
義
的
な
発
言

は
ま
ず
高
山
樗
牛

の
論
説

「美
的
生
活
を
論
ず
」
(「太
陽
」
明
治
三
四

・
八
)

に
見
出
せ
る
。

詩
人
美
術
家
が
甘
じ
て
其

の
好
む
所

に
殉
し
た
る
の
事
例
は
読
者
も
既

に
熱
知
す
る
所
な
ら
む
。
畢
竟
芸
術
は
彼
等

の
生
命
也
、
理
想
也
。
是
が

為

に
生
死
す
る
は
詩
人
た
り
美
術
家
た
る
彼
等
の
天
職
也
。

こ
の
発
言
を
更

に
敷
衍
す
る
形
で
姉
崎
嘲
風
は

「久
遠

の
女
性
」
(「太
陽
」

明
三
七

・
四
)
の
中

で
以
下

の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。

通
常

の
人
が
雲
烟
過
眼
す
る
万
象

の
中

に
、
美

の
理
想
を
捕

へ
て
之
を
そ

の
作

に
現
は
し
、
美
趣

こ
〉
に
あ
り
と
教

へ
て
く
れ
る
の
が
美
術
家
、
詩

人
で
あ
る
、
そ
の
美
趣
に
依
て
吾
等

は
今
迄
耳
目
に
触
れ
な
か
つ
た
理
想

を
現
象
の
中

に
感
じ
得
、
そ
の
感
じ
に
動
か
さ
れ
、
そ
こ
に
新
な
る
生
命

の
源
泉
を
得
る
の
で
あ
る
、

(略
)
吾
等

の
幸
福
努
力
は
生
滅
流
転

の
界

よ
り
も

一
層
永
遠
な
る
常
住

の
光
明
に
よ
り
て
得
ら
る
べ
き
事
を
開
示
し

て
く
れ
る
の
で
あ
る
、
現
実

の
み
に
満
足
し
て
、
知
識
の
上
で
も
希
求
の

点
で
も
、
現
世
の
外
に
出
つ
る
事
を
求

め
な
い
人

に
と

つ
て
は
、
此
の
如

き
美
術
や
宗
教
は
無
益

の
空
想
で
あ
ら
う
、
仮
令
ひ
空
想
で
も
無
用
で
も

兎
に
角
、
美
術
や
宗
教

の
力
と
必
要
と
は
こ
〉
に
存
す
る
の
で
あ
る
、

こ
の
よ
う
に
、
「芸
術
」
を

〈吾
等

の
生
じ
て
は
消
え
て
行
く
現
世
生
活

の

中

に
根
柢
源
泉

か
ら

の
久
遠

の
生
命
を
与

へ
る
力
〉
と
定
義
す
る
姉
崎
嘲
風
は
、

文
学
、
宗
教
、
美
術
と
宇
宙

に
遍
在
す
る
大
精
神
と
の
融
化
交
通
を
求
め
て
い

る
事
が
読
み
取
れ
る
。

更

に

「民
族

の
運
命
と
詩
人

の
夢

と
」

(「太
陽
」
明
治
三
七

・
八
)
に
於

い

て
姉
崎
嘲
風
は
、

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は

〈
平
和
と
自
由
と

の
理
想

は
ア
ン
グ

ロ

サ
ク
ソ
ン
民
族
と
共

に
永
く
栄
ゆ
る
に
違
ひ
な
い
と
の
予
言
〉
を
発
し
た
、
と

解
釈
す
る
。
そ
し
て
、

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
予
言

は
詩
人

の
夢

で
は
終
わ
ら
ず
、

〈
国
民

の
大
理
想
を
予
言

し
指
導
〉
し
て

〈
活
き
た
事
実
と
な

つ
て
来
た
〉
と

指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

〈詩
人
の
夢
〉
が

〈民
族

の
運
命
〉
を
予
言
し

て
い
る
点
に
つ
い
て
姉
崎
嘲
風
は
シ
ラ
ー
を
例

に
挙
げ
、

シ
ラ
ー
の
作
品
が
瑞

西
国
民
に
建
国

の
理
想
を
喚
起
さ
せ
、

シ
ラ
ー
の
瑞
西
国
民
の
自
由
平
和

の
精

神

へ
の
同
情
11
詩
人
の
想

い
が
、
幾
千
年

の
後
ま
で
も
、
瑞
西
国
民

の
精
神
と
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し
て
自
由
平
和
信
義

の
独
立
を
維
持
す
る
原
動
力
と
な

っ
て
永
久

に
生
き
る
で

あ
ろ
う
、
と
書

い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
国
民

の
精
神
に
関
与
し
そ
の
運
命
を
導
く

「詩
人
」
と

い
う

存
在

へ
の
注
視

は
啄
木

の
そ
れ
と
正

に
相

似
形
を
成
し
て
い
る
。
啄
木
は
こ
う

し
た

「予
言
者
」
と
し
て
の
詩
人

の
存
在

が

「永
遠

の
生
命
」
を
体
現
す
る
こ

と
を
高
山
樗
牛
、
姉
崎
嘲
風
か
ら
学
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

以
上
考
察
し
て
き
た

『あ
こ
が
れ
』
執

筆
時
の
啄
木

の
思
想
、
特

に

「永
遠

の
生
命
」
、
「愛
」
の
思
想
、
「健
闘
」
意
識
、
「詩
人
の
使
命
」
等
を
織
り
込
ん

だ
内
容

の
書
簡
が
あ
る
の
で
、
少
々
長
く
な
る
が
次

に
引
用
し
た
い
。

人
間
以
上

の
霊
智

の
力
を
認
め
、
そ

の
力
が
万
有

の
根
源
で
あ

る
事
を
認

め
、
更
ら
に
自
己
も
亦
そ
の
力

の
分
出

で
あ
る
と
観
じ
、
そ
の
分
出
が
決

し
て
無
意
義

の
者
で
な
い
と
観
じ
、

か
く
て
我
ら
生
存

の
妙
機
を
得
て
、

そ

の
意
義

の
た
め
に
健
闘
し
努
力
す

る
の
が
、
乃
ち
人
間

の
道

で
あ

る

(略
)
神
と
云
ふ
者
が
世
界

の
根
本
意
志
な
る
を
悟
り
、
そ
の
意
志
が
意

力
た
る
と
同
時
に
又
万
有

に
通
ず
る

「愛
」
に
よ
つ
て
整
然
進
歩
す
る
と

云
ふ
事
に
明
徹
す
る
に
至

つ
て
、
茲

に
偉
大
高
俊

の
人
格
乃
ち
宗
教
的
人

格

の
理
想
を
確
立
し
、
初

め
て
真
人

の
境

に
呼
吸
達
入
し
て
教

の
奥
秘
を

断
定
す
る
に
至
る
様
に
帰
着
す
る
で
あ
ら
う
と
信
じ
て
疑
は
ぬ
の
で
あ
る
。

生

は
仮
り
に
便
宜
の
た
め
之
を
人
格
的
宗
教
と
呼
ん
で
居
る
。
真

の
宗
教

と
は
、
説
教
や
教
論

の
意
味

で
は
な

く
て
、
そ
の
人
の
人
格
に
体
現
せ
ら

れ
た
る
表
示

の
謂

で
あ

る
。
(略
)
前

に
云

つ
た

「真
人
」
乃
ち
宗
教
的

人
格
は
キ
リ
ス
ト
や
仏
陀
や
乃
至
凡

て
の
古
来
偉
大
な
る

「人
」

の
う
ち

に
見
る
事
が
出
来
、
自
己
発
展
と
自
己
包
融
、
換
言
す
れ
ば
意
志
と
愛
と

の
、
完
全
に
表
示
さ
れ
た
者

の
謂
で
あ

る
。
(略
)
要
す
る
に

「我
」
の

生
存
の
意
義

は
天
与

の
事
業

の
た
め
に
健
闘
努
力
し
て

「真
人
」

の
人
格

に
到
達
し
や
う
と
云
ふ
に
あ
る
と
信
ず

る
の
で
あ
る
。
斯
の
如
き
真
人
は
、

乃
ち
人
に
現
は
れ
た
る
神

で
、
そ

の
光
輝
は
燦
と
し
て

「永
遠
」

の
上
に

灼
や
く

の
で
あ
る
。
神
は
先
づ
人
と
人
と
の
間

の

「愛
」
に
よ
つ
て
、
永

遠

に
入
る
の
門
を
開
き
、
無
上
理
想
界

の
神
秘

の
消
息
を
人
間

に
洩
ら
し

た
。
而
し
て
更
ら
に
、
神

の
大
意
志

の
永
遠
な
る
が
如
く
我
ら

の
意
志
も

亦
永
存
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
人
間

の
本
然
な
る
要
求

に
よ
つ
て
、
我
ら

人
間
を
遂
に

「永
遠
の
園
」

の
う
ち
に
入
れ
玉
ふ
の
で
あ
る
。
歴
史
が
我

ら
に
教
ふ
る
斯
の
如
き
祝
福

の
人
は
、
生
涯
不
断

の
健
闘
者
で
な
か

つ
た

者

は
な
い
。
あ
〉
思

へ
ぽ
、
神
智
の
宏
大
無
辺
な
る
、
神
の
愛

の
渾
円
微

妙
な
る
、
到
底
人
間
の
智

の
量
り
知
る
所

で
は
な

い
。
生
は
斯
く
感
じ
、

斯
く
信
じ
て
詩

の
た
め
に
努
力
し
て
居
る
、
又
将
来
、
詩
と
は
限
ら
ず
凡

て
我
が
赴
く
所

に
こ
の
信
念

に
よ

つ
て
行
動

し
や
う
と
思
ふ
て
居
る
。
そ

れ
故

に
我
に
於

て
は
詩
は
乃
ち
宗
教
で
あ
る
。
信
仰
は
乃
ち
我
生
命

で
あ

る
。
我
詩

の
一
篇

一
句
と
雖
ど
も
、
決
し
て
か
の
歴
史
的
信
仰
個
条
と
教

会

の
形
式
と
の
た
め
に
生
き
て
居
る
偽
宗
教
家
が
百
万
言

の
説
教
に
劣
る

者

で
は
な
い
。
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(明
治
三
七
年
八
月
三
日
付
、
伊
東
圭

一
郎
宛
書
簡
)

以
上
を
要
約
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

宇
宙
に
存
在
す
る
超
人
間

的
な
力
が

〈世
界

の
根
本
意
志
〉

で
あ
り
、

そ
れ
は

「愛
」

に
よ
っ
て
伸
長
す

る
。
そ
し
て
、
人
間

は
そ

の

〈分
出
〉
で
あ

る
事
に

〈生
存

の
意
義
〉
を
感
じ
、

〈健
闘
〉
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

こ
の
よ
う
な
理
想
が
達
成
化
さ
れ
た

時
、
〈真

の
宗
教
〉

は
実
現
す
る
。
そ
れ
は

〈
人
格
的
宗
教
〉
と
も
呼

べ
る
。

〈
人
格
的
宗
教
〉
と
は

〈自
己
発
展
と
自

己
包
融
〉
、
換
言
す
れ
ぽ

〈意
志
と

愛
〉
が
そ
の
人

の
人
格

の
上
に
体
現
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
〈
神
の
大
意
志

の

永
遠
な
る
が
如
く
我
ら
の
意
志
も
亦
永
存

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
〉
と
す
る
人
間

の
欲

求
が

〈
永
遠

の
園
〉
に
人
間
を
招
く
が
、
招

か
れ
る
の
は
総

て

〈生
涯
不
断
の

健
闘
者
〉
で
あ

っ
た
。
故

に
啄
木
も

〈詩

〉

の
為

に
努
力
し
、
理
想
達
成

の

〈信
念
〉
を
持

っ
て
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
啄
木

に
と

っ
て

〈詩
は
乃
ち
宗
教
で
あ
る
〉
以
外
の
何
も
の

で
も
な
い
。

こ
の
書
簡

の
文

面

に
は
当
時

の
啄
木
の
思
想
が
凝
縮
し
て

い
て
、
高
山
樗
牛
と
姉
崎
嘲
風
か
ら

の
影
響
、
及
び

『あ
こ
が
れ
』

の
詩
の
背

骨
と
言
う
べ
き
思
想
が
看
取
で
き
る

の
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
こ
こ
で
再
び

「永
遠

の
生
命
」

に
戻

る
事
に
し
た
い
。

高
山
樗
牛
は

「死
と
永
世
」
(明
三
二
・
八
)
と
い
う
文
章

の
中
で

「
永
世
」

に
つ
い
て

〈吾
等
は
死
を
超
絶

し
て
其

の
永
世
を
続
け
ざ

る
べ
か
ら
ず
。
如
何

に
せ
ば
死
し
て
生
く
る
を
得
む
乎
、
人
生

究
竟

の
問
題
茲
に
集
ま
る
〉
と
提
起

し
た
こ
と
は
冒
頭
で
述
べ
た
通
り

で
あ

る
が
、
高
山
樗
牛

は
同
文
章

の
中

で

〈
ま
こ
と

の
永
生
は
、
時
と
共
に
深
さ
を
加

へ
、
人
と
共
に
広
を
加
ふ
。
さ
れ

ば

一
人

の
精
神

は
、
千
万
人
の
生
命
と
な
り
、
河
よ
り
海
に
、
海
よ
り
陸
に
、

蕩

々
汨
々
と
し
て
遂

に
世
界
を
動

か
さ
ず
む
ぽ
已
ま
ざ

る
べ
し
。
〉
と
書
き
、

真

の
永
世
と
は

「精
神

の
交
通
、
合
体
、
継
承
」
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
姉
崎
嘲
風
は
高
山
樗
牛
が
至
り

つ
い
た

〈強
大
な
る
個

人
の
意
力

の
現
は
る
〉
所
、
其
処

に
は
必
ず
永
遠
の
生
命
あ
り
〉
(「姉
崎
嘲
風

に
与
ふ
る
書
」、
「太
陽
」
明
三
四
・
六
)
と
言
う
結
論
を
血
肉
化

し
、
コ
咼
山
樗

牛
と
日
蓮
上
人
」

(「太
陽
」
明
三
七

・
三
)
に
於

い
て
、
上
行

の

〈予
言
〉
を

〈信
仰
〉
し

〈実
現
〉
し
た
日
蓮
、
そ

の
日
蓮
を

〈新

し
き
生
命
〉
の
獲
得
過

程
と
み
な
し
た
高
山
樗
牛

へ
、
更

に
そ
の
高
山
樗
牛

に

〈精
神

の
感
応
〉
を
見

た
姉
崎
嘲
風
自
身

へ
と
連
な
る
精
神

の
流
れ
を

「
永
遠
の
生
命
」
と
し
て
描
き

出
し
た
。

つ
ま
り
、
高
山
樗
牛
、
姉
崎
嘲
風
に
於
け
る

「永
遠

の
生
命
」
と
は
、

単
に
地
上
に
対
峙
す
る
天
界
と
い
う
静
的
、
構
図
的
様
相
を
呈
す
る
の
み
で
は

な
く
、
〈精
神
と
精
神
と
の
交
通
〉

に
よ

っ
て
引
き
継
が
れ
て
ゆ
く
形
而
上
的

歴
史
過
程
を
指
す
言
葉
だ
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

啄
木
は
こ
の
よ
う
な
高
山
樗
牛
、
姉
崎
嘲
風

の

「永
遠

の
生
命
」
を
見
事

に

血
肉
化
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
先
に
挙
げ
た

「閑
古
鳥
」
(「時
代
思
潮
」

明
三
七

・
六
)
の
最
終
連

は
次

の
よ
う
で
あ
る
。

さ
れ
ぽ

よ
、
あ
は
れ
世
界

の
と
こ
し

へ
に
/

い
つ
か
は

一
夜
、
有
情

の
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(あ
り
や
、
否
)/
勇
士
が
胸

に
胸
に
ひ
び
き

て
、
寒
古
鳥
/
ひ
と
声
我

に

よ
せ
た
る
お
と
な
ひ
を
、
/
思
ひ
に
沈
む
心

に
送
り
え
ぽ
、
/
わ
が
生
、
わ

が
詩
、
不
滅

の
し
る
し
そ
と
、/
静

か
に
我
は
、
友
な
る
鳥

の
如
、/
無
限

の
生
の
進
み
に
歌
ひ
つ
づ
け
む
。

幼

い
頃
聞
い
た
鳴
き
声
と
変
わ
ら
ず
響
く

<閑
古
鳥
〉

の
鳴
き
声
が
、
今
、

自
分
に
感
慨
を
も
た
ら
し
た
よ
う

に
、
我
が
想

い
が

〈詩
〉
と
な

っ
て
こ
の
世

で
戦
う

〈勇
士
が
胸

に
ひ
び
き
〉、
生
き
続

け
れ
ば
、
我
が
人
生
、
我
が
詩
は

〈不
滅
〉
と
な
る
。
そ
う
な
る
事
を
信
じ
て

〈
詩
〉
を
歌

い
続
け
よ
う
と
す
る

詩
人

の
決
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
啄
木

の
想

い
が
詩

と
な

っ
て

人
々
の
心

の
中

に
永
遠
に
受
け
継
が
れ
て
い
く

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
姉
崎
嘲

風

の
言
う

〈精
神
と
精
神

の
交
通
〉
に
よ

っ
て
導
き
出

さ
れ

る

「永
遠

の
生

命
」
と
同
様

の
構
図
が
体
現
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
事
が

「
マ
カ
ロ
フ
提
督
追
悼

の
詩
」

(初
出
は

「
マ
カ
ロ
フ
提
督
追
悼
」、

「太
陽
」
明
治
三
八

・
八
)
に
も
言
え
る
。

彼

は
沈
み
ぬ
、
無
間

の
海

の
底
。/
偉

霊

の
ち
か
ら
こ
も
れ
る
其
胸

に
/

永

劫
た
え

ぬ
悲
痛

の
傷

う
け

て
、
/

そ

の
重

傷

に
世

界
を
泣

か
し

め

て
。/
/
我

は
た
惑

ふ
、
地
上

の
永

滅

は
、/
力

を
仰

ぐ
有

情

の
涙

に

ぞ
、/
仰
ぐ
ち
か
ら
に
不
断

の
永
生

の
/
流
転
現
ず
る
尊
と
き
ひ
ら
め
き

か
。
/
あ
あ
よ
し
さ
ら
ぽ
、
我
が
友

マ
カ
ロ
フ
よ
、/
詩
人
の
涙
あ

つ
き
に
、

君
が
名
の
/
叫
び
に
こ
も
る
力
に
、
願
く
は
/
君
が
名
、
我
が
詩
、
不
滅

の
信
と
も
/
な
ぐ
さ
み
て
、
我

こ
の
世
に
た
た
か
は
む
。

日
露
戦
争

で
ロ
シ
ア
の
名
将

・
マ
カ
ロ
フ
提
督
が
戦
死
し
た
と
い
う
悲
報
は
、

本
国
で
は
無
論
の
こ
と
、
世
界
の
国
々
に
も
衝
撃
を
与
え
た
。
そ
れ
は
敵
国
に

あ
た
る
日
本

で
も
同
様

で
あ
り
、
多
く
の
追
悼
歌
、
追
悼
詩
が
発
表
さ
れ
た
。

啄
木
も
ま
た
そ
の

一
人

で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
他

の
作
品
が

マ
カ

ロ
フ
の
死
に

対
す
る
悲
し
み
の
描
出
が
中
心
で
あ
る
の
に
対
し
、
啄
木
の
追
悼
詩

は
マ
カ

ロ

フ
を
永
生

の
理
を
解
し
た
人
間
と
し
て
捉
え
、
神

の
加
護
を
信
じ
て
雄

々
し
く

戦
う
姿
に
永
遠

の
世
界
を
信
じ
る
同
志

の
姿
を
見
、
啄
木
が
こ
の
世
と
戦
う
事
、

そ
し
て
、
戦
う
同
志
た
ち
を
励
ま
す
詩
人
と
な
る
事
を
誓
う
詩
な

の
で
あ
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
同
時
代

の
多
く
の
マ
カ

ロ
フ
追
悼
詩
と
は
異
な
る
精
神
世
界

に
支
え
ら
れ
た
作
品
と
言
え
る
の
で
あ

っ
て
、
こ
の
詩
か
ら
啄
木
内
部

に
武
士

道
、

ヒ

ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
の
有
無
を
問
い
、
評
価
す
る
こ
と
は
啄
木

の
意
図
と
は

　
　

　

懸
け
離
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
最
終
連
に
あ
る

〈
君
は
や
逝
き
ぬ
。

逝
き

て
も
猶
逝
か
ぬ
。/
そ
の
偉

い
な
る
心
は
と
こ
し

へ
に
/
偉
霊
を
仰
ぐ
心

に
絶
え
ざ
ら
む
。
〉
の
部
分

は
ま
さ
に
姉
崎
嘲
風
の
説
く

「永
遠

の
生
命
」
と

合
致
し
て
い
る
。
敵
将

・
マ
カ

ロ
フ
を

「永
遠

の
生
命
」

の
体
現
者
と
し
て
取

り
挙
げ
た
の
は
、
常
に
彼
が

「戦
闘
」

の
人
だ

っ
た
か
ら
で
あ
り
、
啄
木
は
そ

こ
に
現
世

の
汚
濁
と
戦
う
自
己

の
姿
を
重
ね
て
共
鳴
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、

こ
の
よ
う
な

マ
カ

ロ
フ
は
死
し
て
後
、
天
界

の
霊
的
な

「永
遠

の
生
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命
」
に
戻
り
、
融
化
す
る
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
も

マ
カ
ロ
フ
の

精
神
は
詩
人

〈
我
〉
に
引
き
継
が
れ
、
汚
濁

し
た
現
世
と
闘

い
続
け
る
。

マ
カ

ロ
フ
か
ら

〈
我
〉
に
、
そ
し
て

〈我
〉
か
ら
未
だ
見

ぬ

〈勇
士
〉

へ
引
き
継
が

れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
精
神

は
決
し
て
逝
く
こ
と
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
想

い
を

綴

っ
た
こ
の

「
マ
カ

ロ
フ
提
督
追
悼

の
詩
」

は
、

マ
カ
ロ
フ
を
あ
く
ま
で
も
題

材
に
し
た
啄
木
の

「永
遠

の
生
命
」

へ
の
信
仰
告
白
な
の
で
あ
る
。

4

「永
遠

の
生
命
」
と
の
乖
離

で
は
、
啄
木

の

「
永
遠
の
生
命
」
は
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
に
詩
に
形
象
化
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『あ
こ
が
れ
』
集
中

に
は

「
眠
れ
る
都
」
と

い
う
詩
が
あ
る
。
「
二
つ
の
影
」

と
共
に

「新
声
二
首
」
と
し
て
明
治
三
十
七
年
十
二
月

の

「時
代
思
潮
」
に
発

表
さ
れ
た
。
『あ
こ
が
れ
』
発
表
時
に
前
書
き
が
付
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
依
れ

ば
、
明
治
三
十
七
年
十
月
末
、
詩
集
出
版

の
資
金

の
目
途
が
立
た
ぬ
ま
ま
上
京

し
た
際

の
詩

で
あ
る
事
が
わ
か
る
。

「眠
れ
る
都
」
の
末
尾
三
連
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

の
声
か
。
/
/
我
が
窓

は
、/
濁
れ
る
海
を
/
巡
ら
せ
る
城

の
如
、
/
遠
寄

に
怖
れ
ま
ど

へ
る
/
詩

の
胸
守
り
つ
つ
、/
月
光
を
隈
な
く
入
れ
ぬ
。

東
京
駿
河
台

の
下
宿
か
ら
臨
む
甍

の
海
を

〈す
さ
ま
じ
き
/
野

の
獅
子
の
死

に
も
似
た
り
〉
と
言

い
、
〈
た
た
か
ひ
〉
に
倒
れ

〈打
な
や
〉
み

〈唸
り
〉
を

発
す

る

〈
た
ま

し
ひ
〉
の

〈声
〉
を
聞

く

<
我
〉
は
、
そ

の

〈声
〉
に

〈怖

れ
〉
惑
う
。
〈詩

の
胸
守
り
つ
つ
、〉
に
は
想
像
以
上

に
汚
濁
し
た
現
実
の
衝
撃

を
受
け
、
現
実

の
重
み
に
耐
え
か
ね
て
い
る
啄
木

の
姿
が
逆
に
炙
り
出
さ
れ
よ

う
。
現
実
と
戦
い
、
ま
た
、
現
実
と
戦
う

く勇
士
V
の
為
に
詩
を
贈
ろ
う
と
し

て
い
た
啄
木
が
、
そ
の
現
実
を
前

に
足
を
竦
ま
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
時

に
発
表

さ
れ
た

「
二
つ
の
影
」
に
は
砂

に
映
る
影
を
道
連
れ

に
、
〈
荒

磯
辺
〉
を

〈秋

の
夜

の
月
〉
に
照
ら
さ
れ
な
が
ら
歩
く

<我
〉
の
姿
が
描
か
れ

て
い
る
。
〈
ま
し
ろ
き
砂
〉
に
は

〈我

に
伴
ひ
来
る
影
〉
が
映
る
が
、
〈
目
を
あ

げ

て
、
空
見
れ
ば
、
そ
こ
に
ま
た
影
ぞ

一
つ
。〉
と
あ
り
、
二

つ
の

〈
影
〉
が

現
れ
る
。
し
か
し
、
〈あ
あ
、
二

つ
、/
影
や
何
な
る
。
〉
と
思
う
間

に

〈空

の

影
〉
〈地

の
影
〉
は

〈
消
え
〉
て
し
ま
う
。
最
終
連

は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

116

声
も
な
き
/
ね
む
れ
る
都
、/
し
じ
ま

り
の
大
い
な
る
/
声
あ
り
て
、
霧

の
ま
に
く

/
た
だ
よ

ひ
ぬ
、
ひ
ろ
ご

り
ぬ
、
/
黒
潮

の
そ

の
ど
よ

み

 と
。/
/
あ
あ
声

は
/
昼

の
ぞ
め
き
に
/
け
お
さ
れ
し
た
ま
し
ひ
の
/
打

な
や
む
罪

の
唸
り
か
。
/
さ
て
は
又
、

ひ
ね
も
す

の
/
た
た
か
ひ
の
名
残

我
は
ま
た
/
荒
磯
に

一
人
。/
あ
あ
如
何

に
、
い
つ
こ

へ
と
/
消
、兄
に
し

や
、
影

の
二
つ
は
。
/
そ
は
知
ら
ず
。
た
だ
こ
こ
に
。
/
消
え
ぬ
我
、
ひ
と

り
立

つ
か
な
。
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〈我
V

の
み
を
残
し
て
消
え
去

っ
た
二

つ
の
影
。
〈
地

の
影
〉
が

〈
我
〉

の
動

き
と
共
に
動
く
影
、

つ
ま
り

〈我
〉

の
生

み
出
す

「過
去
」
と
す
れ
ぽ
、
〈
空

の
影
〉
と
は
何
な
の
か
。
そ
れ
は

〈
空
〉

に
居

て

〈我
〉
を
導
く
影
、
換
言
す

れ
ば
、
「未
来
」
の

「我
」

の
象
徴
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
こ
の
両
者
と
も
消
え
去
り
、
後

に
残

っ
た

の
は

〈消
え
ぬ
我
〉
、

つ

ま
り
現
存
す
る

「我
」
の
み
で
あ
る
。

か

つ
て
啄
木

は
永
遠

に
続
く

「今
」
、

そ
れ
は

「過
去
」
「未
来
」
を
も
包
括

し
た
も
の
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、

こ
の
詩

に
は
こ
れ
ま

で
の
啄
木

の
精
神

と
は
異
な
る
も

の
が
感
じ
ら
れ
る
。

「今
」
を
描
き
な
が
ら
過
去
と
も
未
来
と
も
切
り
離
さ
れ
た

「我
」

の
存
在
を

描

い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
「永
遠

の
生
命
」
と
の

一
体
感
が
感
取
で
き
な
い
。

一
人

「今
」

に
生
き
る

「我
」
の
寂
し
さ
が
漂
う

の
み
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
「愛
」

の
架
け
橋

に
よ

っ
て

「永
遠

の
生
命
」

と
の

一
体
化
を
希
求
し
詩
人
の
使
命
に
目
覚
め
た
啄
木
が
い
つ
の
ま
に
か
現
実

の
重
圧
に
屈
し
て
い
る
事

に
気
付
く
。

こ
う
し
た
啄
木

の
変
化
と
疲
弊
は
こ
の

後

の

「白
鵠
」
(「
は
が
き
新
誌
」
明
治
三
八

・
三
)
と
い
う
詩

に
も
読
み
取
る
こ

と
が
可
能
だ
。

あ
あ
地

の
悲
歌
を
い
の
ち
と
は
/
を

さ
な
き
我

の
夢
な
り
し
。/
ひ
た
り

も
深
き
天

の
海
/

一
味

の
む

ね
に
放

ち
し
を
/
白
鵠

に
何

う
ら
む
べ

き
。
/
落
と
す
天
路
の
歌
を
き
き
、/

ま
し
ろ
き
影
を
あ

ふ
ぎ

て
は
、/
寧

ろ
自
由
な
る
逍
遥

の
/
遮
り
な
き
を
羨
ま
む
。

か
つ
て

「閑
古
鳥
」
(「時
代
思
潮
」
明
三
七

・
六
)
に
於

て
こ
の
世

で
戦
う

〈勇
士
〉
の
胸

に
響
く
詩
を
歌
い
続
け
よ
う
と
し
た
啄
木

で
あ

っ
た
が
、
そ
れ

を

く地

の
悲
歌
を
い
の
ち
と
は
/
を
さ
な
き
我

の
夢
な
り
し
。
V
と
、
過
去

の

幼
い
夢
物
語
と
し
て
振
り
返

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
天
を
仰

い
で

〈
白
鵠
〉

の

自
由
な
逍
遥
を
羨
ん
で
い
る
啄
木
は
明
ら
か
に
天
界
と
の
乖
離
を
感
じ
て
い
て
、

こ
こ
に
は
天
界

へ
の
架
け
橋
を
喪
失
し
た
啄
木
が
存
在
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
啄
木

の
変
貌
の
背
後

に
は
堀
合
節
子
と
の
恋
愛

の
成
就
が
あ
る
。

節
子
と
の
恋
愛
を
契
…機
に
ワ
グ
ナ
ー
の

「愛
」

の
伝
導
、
実
践
を
目
指
し
て
い

た
啄
木

で
あ

っ
た
が
、
婚
約
が
認

め
ら
れ
、
恋
愛
が
日
常
性
を
帯
び
る
に
連
れ
、

「
愛
」
の
思
想
も
神
聖
さ
を
喪
失
し
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。
今
井
泰
子
氏
も
指

　
フ

　
摘
し
て
い
る
よ
う
に
精
神
的

「愛
」
か
ら
肉
体
的

「恋
」

へ
の
詩
語

の
変
化
も

そ
れ
を
裏
付
け
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
詩
集
出
版
の
た
め
の
上
京
が
あ
る
。
上
京

生
活

に
は

〈自
活

の
た
づ
き
〉
が
必
要
で
あ

っ
た
。
在
京
生
活
は
詩
人
と
し
て

の
著
述
生
活
な
ど
望
め
な

い
事
を
啄
木
は
盛
岡
中
学
中
退
直
後
の
上
京

で
知

っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

に
も
関
わ
ら
ず
上
京
を
果
た
し
た
啄
木
は
、
危
惧
通

り
都
会

の
現
実

に
圧
倒
さ
れ
、
「愛
」
を
媒
介

に
し
た
天
上
界
と

の
融
化

の
喜

び
を
消
失
し
て
し
ま

っ
た
。
更

に
上
京
中

に
は
父

・
石
川

一
禎

の
宗
費
滞
納
、

住
職
罷
免
が
告
示
さ
れ
故
郷
の
人
々
と
の
確
執
が
発
生
し
て
ゆ
く
。

こ
う
し
た

要
因
が
重
な
り
、
ワ
グ
ナ
ー
の
説
く

「愛
」
の
現
実
的
実
践
者
を
目
指
し
た
啄

木

の

『あ
こ
が
れ
』

の
世
界

に
影
が
射
す
事
と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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「枯
林
」
(「太
陽
」
明
治
三
七

・
一
二
)
に
は

そ
の
よ
う
な
啄
木

の
姿
が
象
徴
的

に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

冬

の
落
日
時

に
、
〈人

の
世
〉

の

〈
終
滅

に
似

た

る
〉
静
寂

の
中
、
〈
山

の
鳥
小
さ
き
啄
木
鳥
〉
が
樹

々
の
問
を
せ
わ
し
げ

に
巡

り

〈
木
を
啄
く
〉
。
樹
下

の

〈
我
〉
は
そ

の
音
に
覚
醒
し

〈世

の
外

の
声
〉
を

　
き

　

感
じ

〈祈
り
す
る
歌
〉
が
湧
く
。

既

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
〈
啄

木
鳥
〉
は
詩
人

の
使
命
を
自
覚
し
守
り
続

け
る
啄
木

の
姿

で
あ
り
、
そ
の
鳴
き

声

に
想
い
を
新
た
に
す
る

〈我
〉
は
こ
れ

ま
で
の

「永
遠

の
生
命
」
と
い
う
語

に
象
徴
さ
れ
る
世
界
観
に
違
和
感
を
覚
え
始
め
た
啄
木
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
先
に
述

べ
た
伝
記
的
事
柄
だ

け
で
啄
木
は

「永
遠

の
生
命
」
と
乖

離
し
て
し
ま

っ
た
訳

で
は
な

い
。
啄
木

の
内
的
な
変
化

の
跡
は
明
治
三
十
九
年

三
月
二
十
日

の
日
記

に
綴
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
次

の
よ
う
に
あ
る
。

詩
は
性
質
と
し
て
朦
朧
な
も
の
で
あ

る
。
さ
れ
ば
詩

の
示
す
所
は
常

に
唯

そ
の
理
想
に
止
ま
る
、
そ
れ
以
上
の
詳
し
い
説
明
は
既

に
詩
の
領
域
以
外

の
問
題
で
あ
る
の
だ
。
芸
術
家
と
し
て
の
ワ
グ
ネ

ル
は
、
意
志
愛

一
体

の

境
地
に
神
人
融
会

の
理
想
を
標
示
し
た
だ
け
で
、
既
に
そ
の
天
才

の
使
命

を
完
全

に
遂
げ
た
も

の
と
云
は
ね
ぽ

な
ら
ぬ
。

(略
)
茲
に

一
解
あ
り
、

ヘ

へ

意
志
と
い
ふ
言
葉

の
語
義
を
拡
張
し

て
、
愛
を
、
自
他
融
合
の
意
志
と
説

く
こ
と
で
あ
る
。
乃
ち

シ
ヨ
ウ
ペ
ン

ハ
ウ

エ
ル
に
従

つ
て
宇
宙
の
根
本
を

意
志
と
し
、
こ
の
意
志
に
自
己
発
展
と
自
他
融
合
の
二
面
あ
り
と
解
す
る

事
で
あ
る
。

『あ
こ
が
れ
』
を
刊
行
し
た
後
、
詩

は

〈朦
朧
〉
と
し
て
い
て

〈
理
想
〉
を
示

す

の
み
の
も
の
と
し
て
後
退
し
、

ニ
ー
チ

ェ
の

〈自
己
発
展
〉
と

シ
ョ
ウ
ペ
ソ

ハ
ウ

エ
ル
、
ト
ル
ス
ト
イ
の

〈自
他
融
合
〉
を
止
揚
す
る
存
在
と
さ
れ
て
い
た

ワ
グ
ナ
ー
は
、
〈神
人
融
会

の
理
想
〉
を
示
し
た
だ
け
で

〈
そ
の
天
才

の
使
命

を
完
全

に
遂
げ
た
も
の
〉
と
退
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
宇
宙

の

根
本
を
シ
ョ
ウ
ペ
ン
ハ
ウ

エ
ル
の
説
く

<意
志
〉
と
し
て
、
そ
の
中
に

〈自
己

発
展
〉
〈自
他
融
合
〉
の
二
面
が
有
る
事
を
認
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
啄
木
は

ワ
グ
ナ
ー
の

「愛
」

の
理
論
の
限
界
を
表
明
し
、
今

の
後

「詩
」
を
離
れ
現
実

改
革

の
手
段
と
し
て
の

「小
説
」
執
筆
を
目
指
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
こ
う

し
た
変
貌

の
根
底
に
は
、
啄
木
が

ワ
グ
ナ
ー
を
芸
術
家
と
し
て
だ
け
認
め
、
現

実
改
革
者
と
し
て
の
面
を
見
落
と
し
て
い
た
と

い
う
点
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

何

よ
り
も
人
間
の
精
神
活
動
を
統

一
し
よ
う
と
せ
ず
、

二
元
論
的

に
捉
え
よ
う

と
す

る
志
向
性
が
啄
木

の
中

に
芽
生
え
た
か
ら
だ
と
言
え
よ
う
。
伊
藤
淑
人

　
　

　
氏
は
こ
の
点

に
つ
い
て

〈
啄
木
の
意
識
下
に
は
な

い
が
、
高
山
樗
牛
を
乗
り
越

え
た
だ
け

で
な
く
、
近
代
的
テ
ー

マ
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
自
我
と
利
己
、
個
人

と
公
民
、
個
人
と
社
会

の
問
題
と
な
り
、
思
考
法
と
し
て
は
、
絶
対
性
か
ら
相

対
的
思
考

へ
の
道
で
あ

っ
た
〉
と
評
価
し
て
い
る
。

5

「
永
遠
の
生
命
」

の
行
方

で
は
、
啄
木

の

「永
遠

の
生
命
」
は
完
全

に
消
失
し
て
し
ま

っ
た
の
だ
ろ
う
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石川啄木の 「永遠の生命」

か
。

い
や
、
そ
う

で
は
な
い
。
次

に
挙
げ

た
啄
木

の

コ

握

の
砂
」
(「盛
岡
中

学
校
校
友
会
雑
誌
」
第
十
号
、
明
治
四
〇

・
九

・
二
〇
)
の
部
分

に
は
、
過
去
と

未
来
を
包
括
す
る

「今
」
11
現
在

の

「瞬
間
」

の
生
を

「永
遠
」
と
重
ね
て
把

握
し
よ
う
と
す
る
啄
木

の
時
間
認
識

の
残
存
を
指
摘

せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ

る
。

閃
々
と
前
に
落
ち
後

に
去
る

「今
」

こ
そ
は
、
ま
こ
と
に
こ
れ

「永
遠
」

の
瞳
な
る
べ
き
也
。
「今
」
を
捉

へ
よ
。
然
ら
ず
ぱ

「永
遠
」
は
汝

の
手

よ
り
逃
げ
去
ら
む
。
前
頭
に
髪
あ
れ
ど
も
後
頭
な
め
ら
か
に
禿
げ
て
、

一

度

の
が
せ
ば
追

へ
ど
も
く

捉

へ
難
き

「…機
会
」
は
、
即
ち
此

「今
」
也
。

そ
し
て
、
こ
の
後

に
も

「永
遠

の
生
命
」

の
残
存
を
思
わ
せ
る
短
歌
評
論
が

書
か
れ
る
。

一
生

に
二
度
と
は
帰

つ
て
来
な
い
い

の
ち
の

一
秒
だ
。
お
れ
は
そ
の

一
秒

が

い
と
し
い
。
た
ゴ
逃
が
し
て
や
り

た
く
な
い
。
そ
れ
を
現
す
に
は
、
形

が
小
さ
く
て
、
手
間
暇

の
い
ら
な

い
歌
が

一
番
便
利

な
の
だ
。

(略
)
お

ヘ

ヘ

へ

れ
は
い
の
ち
を
愛
す
る
か
ら
歌
を
作

る
。
お
れ
自
身
が
何

よ
り
も
可
愛
い

か
ら
歌
を
作

る
。
(コ

利
己
主
義
者

と
友
人
と
の
対
話
」、
「創
作
」
明
治
四

三

・
=

)

忙
し
い
生
活

の
間
に
心
に
浮

ん
で
は
消
え
て
ゆ
く
刹
那
々
々
の
感
じ
を
愛

惜

す

る

心

が

人

間

に

あ

る

限

り
、

歌

と

い

ふ
も

の

は
滅

び

な

い
。

(「
歌

の

い
ろ

い
ろ
」
、

「
東

京

朝

日
新
聞

」

明
治

四

三

・
一
二

・
一
〇
、

一
二

・
一
二
、

一
二

・
一
三
、

一
二

・
一
八
、

一
二

・
二
〇
)

こ
こ
に
表
さ
れ
た

〈
一
生

に
二
度
と
は
帰

つ
て
来
な
い
い
の
ち
の

一
秒
〉
"

〈刹
那
〉
を
愛
し
む
は
感
性
は
先

に
引
用
し
た

コ

握

の
砂
」

(「盛
岡
中
学
校
校

友
会
雑
誌
」
第
十
号
、
明
四
〇

・
九

・
二
〇
)
の
時
間
論
と
類
似
し
て
い
る
。
木

　り
　

股
知
史
氏
も
、
瞬
間
的
な
表
象
の
表
現

に
詩

の
価
値
を
見
出
そ
う
と
す
る
岩
野

泡
鳴
の
発
想
を
引
き
、
時
間
を
瞬
間
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
啄
木
の
傾
向

に
象
徴
主
義

の
特
徴
を
見

て
い
る
。

し
か
し
、
コ

利
己
主
義
者
と
友
人
と

の
対
話
」

の
中
で
は

〈
い
の
ち
の

一

秒
〉
と
言
う
言
葉
を
使

い
な
が
ら
、
啄
木

の

「今
」
は

「過
去
」
と

「未
来
」

を
包
含
し
た

「今
」
で
は
な
く
、
ま
た

「永
遠
」
と
結
び

つ
い
た

「今
」
で
も

な
い
。
明
治
四
十
四
年

一
月
九
日
付
け
の
瀬
川
深
宛
書
簡
に
は
、

た
ゴ
僕

に
は
、
平
生
意
に
満
た
な
い
生
活
を
し
て
ゐ
る
だ
け
に
、
自
己

の

存
在

の
確
認
と
い
ふ
事
を
刹
那
々
々
に
現
は
れ
た

「自
己
」
を
意
識
す
る

こ
と
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
や
う
な
場
合
が
あ
る
、
そ
の
時
に
歌
を

作
る
、

と
あ
る
事

か
ら
、
か
つ
て
の

「愛
」

に
よ
っ
て
天
界
に
駆
け
上

る
歓
喜
と
は
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程
遠

い
、
〈意

に
満
た
な

い
生
活
>
11
不
幸

な
現
実
と
結
び

つ
い
た

「今
」
な

の
で
あ

る
。
ま
た
、
「
一
利
己
主
義
者
と
友

人
と

の
対
話
」
に
は

〈
お
れ
は
永

久
と
い
ふ
言
葉
は
嫌
ひ
だ
。〉
と
い
う
箇
所
が
あ
る
。
〈
永
久
〉
を
拒
否
し
た
啄

木
故
に

〈
一
時
間
は
六
十
分
で
、

一
分
は
六
十
秒
だ
よ
。
連
続
は
し
て
ゐ
る
が

初

め
か
ら
全
体

に
な

つ
て
ゐ
る
の
で
は
な

い
。〉
と

「永
遠

の
生
命
」
か
ら
切

り
放
さ
れ
た
人
間
の
生
が

一
瞬

一
瞬

の
連

続
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
、
〈
い
の
ち

の

一
秒
〉

の
果

て
に
は

〈永
遠

の
生
命
〉
は
存
在

し
え
な

い
。

し
か
し
、
「有
限

の
生
命
」

の
自
覚
故
に
刹
那
刹
那
を
よ
り
強
く
愛
惜
す
る

心
が
生
じ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

か
。
〈
お
れ
は
い
の
ち
を
愛
す
る
か

ら
歌
を

つ
く
る
〉
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、

啄
木
が

〈永
遠

の
生
命
〉
を
喪
失
し
、

そ
れ
故
に

「有
限
の
生
命
」

の
連
続
し
た
時
間

の
一
秒

一
秒
を
愛
し
ん
で
い
る

事
が
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
啄
木

の
心
境
を
短
歌
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
。

い
の
ち
な
き
砂

の
か
な
し
さ
よ

さ
ら
さ
ら
と

握
れ
ぽ
指

の
あ
ひ
だ
よ
り
落

つ

こ
の
歌
は
明
治
四
十
三
年
十

一
月

「
ス
バ

ル
」
に
発
表
さ
れ
た
。
歌
集

コ

握
の
砂
』

(明
四
三
・
一
二
、
東
雲
堂
)
の
冒
頭
、
砂
山
の
歌
十
首

の
内

の

一
首

で
あ
る
。
こ
の
歌

で
最
も
注
目
す
べ
き
は

〈
い
の
ち
な
き
砂
〉
と
い
う
部
分
で

あ
ろ
う
。
言
う
ま
で
も
な
い
、
〈砂
〉
が
こ
ぼ
れ
て
い
く
の
は
無
…機
質
11

〈
い

の
ち
な
き
〉
身
だ
か
ら

で
あ
る
。
同
時

に
、
握
ろ
う
と
し
て
握

り
き
れ
な
い

〈砂
〉
に
人
間

の
生
が
象
徴
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
事
は
た
や
す

い
。
空
し
く

手
中

か
ら
落
ち
て
い
く

く砂
V
に
捉
え
が
た
く
消
え
て
い
く
人
間
の
生

の

一
瞬

が
悲
哀
と
共
に
込
め
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
歌
に
詠
わ
れ
た

「今
」
も

「永
遠
」
と
繋
が

っ
て
は
い
な
い
。
こ
こ
に
は

「永
遠

の
生
命
」
に
対
す
る
諦

念
が
あ
る
。
換
言
す
れ
ば

「永
遠
の
生
命
」
と
は
結
び

つ
く
こ
と
の
で
き
な
い

有
限

の
生

の
一
瞬

一
瞬
を
象
徴
し
て
い
る
歌

で
も
あ
る
の
で
あ
惹
。

こ
の
歌
と
関
連
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
歌
稿

ノ
ー
ト

「暇

ナ
時
」

(明

治
四

一
・
六

・
二
五
)
の
次

の
歌

で
あ

る
。
だ
が
、
こ
れ
を
読

め
ぽ
啄
木
が

〈
い
の
ち
な
き
砂
〉
の
空
虚
感

に
浸

っ
て
ば
か
り
い
る
の
で
は
な

い
事
が
知
れ

よ
う
。初

め
よ
り
い
の
ち
な
か
り
し
も
の
の
如
あ
る
砂
山
を
見

て
は
怖
る
る

こ
の
歌
を
逆
説
的

に
読
め
ば
、
啄
木
は

〈砂
〉
が

「生
命
」
あ
る
存
在

で
あ

る
事
を
予
期
し
て
い
た
事
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
裏
切
り

〈
い
の
ち
な
か

り
し
も
の
の
如
〉
眼
前

に
存
在
す
る

〈砂
山
〉
に

〈怖
〉
れ
を
抱
い
て
い
る
の

で
あ
る
。
啄
木
は
人
間
の
生
を
単
な
る

一
瞬

一
瞬
の
無
機
質
な
時
の
連
な
り
と

は
考
え
て
い
な
い
。
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石川啄木の 「永遠の生命」

で
は
以
上
を
踏
ま
え
て
、
初
出
、
歌
集

『
一
握

の
砂
』
共
に
先

の

〈
い
の
ち

な
き
砂
〉

の
歌
に
続
け
て
掲
載
さ
れ
た
次

の
歌

の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。

し
つ
と
り
と

な
み
だ
を
吸

へ
る
砂

の
玉

な
み
だ
は
重
き
も

の
に
し
あ
る
か
な

無
機
質
な

〈
砂
〉
は

〈涙
〉
を
吸
う
こ
と
で
有
機

に
近
付
く
。
濡
れ
た
砂
は

い
ず
れ
乾
け
ぽ
元
に
戻
る
が
、
濡
れ
て
い
る

「今
」
だ
け
は
掌

の
上
で
確
か
な

存
在
感
を
持

つ
。

つ
ま
り
、
〈砂
〉
が
人
間

の
生

の

一
瞬
を
象
徴
し
て
い
る
と

す
れ
ば
、
「永
遠

の
生
命
」

へ
の
憧
憬
よ
り

も

「有
限
」

の
生

の
悲
哀

を
選
ん

だ
者
が
、
「有
限
」
を
意
識
す
る
が
故

に

〈忙
し
い
生
活

の
間

に
心

に
浮
か
ん

で
は
消
え
て
ゆ
く
刹
那
々
々
の
感
じ
を
愛

惜
す

る
心
〉
(「歌
の
い
ろ
い
ろ
」
)
が

生
ま
れ
、
そ
れ
を
最
も
写
し
や
す
い
短
歌

と
い
う
形

に
表
現
し
た
時
、
「刹
那
」

の
感
情
は

〈
な
み
だ
を
吸

へ
る
砂
の
玉
〉
と
し
て
目

の
前

に
留
ま
る
事
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
そ

の
よ
う
な
啄
木

の
思
考
す
る
短
歌
創
作
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
が

詠
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
し
て
、
次

の
歌

(初
出

「明

星
」
明
四

一
・
七
、
『
一
握
の
砂
』
所
収
)。

頬
に
つ
た
ふ

な
み
だ

の
こ
は
ず

一
握
の
砂
を
示
し
し
人
を
忘
れ
ず

歌
集

『
一
握

の
砂
』
の
意
味
は
こ
の
歌
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く

△

握

の
砂
〉
と
は
有
限
の
生

の
刹
那
を
捉
え
た
歌
群
を
指
し
、

こ
の

〈人
〉

に
は

啄
木
自
身

の
内
面
が
投
影
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

コ

利
己
主
義
者
と
友
人
と

の
対
話
」

(「創
作
」
明
四
三

・
=

)
「
歌

の
い
ろ

い
ろ
」
(「東
京
朝
日
新
聞
」
明
四
三

・
一
二
)
を
勘
案
す
れ
ぽ
、
次

の
よ
う

に
解

釈
で
き
る
だ
ろ
う
。
啄
木
は
宇
宙

の
大
精
神
と
の
融
化
を
喪
失

し
た
か
ら
こ
そ
、

有
限

の
生
の

一
瞬

一
瞬
を

〈
い
の
ち
の

一
秒
〉
と
し
て
愛
惜
す
る
。
そ
し
て
、

そ
の
想

い
が
短
歌
と

い
う
器

に
盛

ら
れ

「歌
」
が
生

ま
れ
る
。
ま

た
、
そ
の

「歌
」
は
滅
び
る
事
は
な
い
。
こ
の

「歌
」

の
不
滅

の
認
識
と
は
、
以
上
述

べ

て
き
た
よ
う
な

「
歌
」
の
創
作
過
程
そ
れ
自
体
と
、
そ
の
過
程
か
ら
誕
生
す
る

「歌
」

の
両
者
を
指
す

の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら

は

〈
一
握

の
砂
を
示

し
し
人
を
忘
れ
ず
〉
と
あ
る
よ
う
に
人
々
の
精
神
に
受
け
継
が
れ
人
々
の
心
に

存
在
し
続
け
る
事
を
も
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ぽ
、
啄
木
の

「永
遠

の
生
命
」
は
、
宇
宙

の
大
精
神
と
の
融
合
と
い
う
意
味
を
喪
失
し
つ
つ
、

「歌
」
と
い
う
形

の
中
で
人
々
の

〈精
神

の
交
通
>
11
形
而
上
的
歴
史
過
程

の

意
味

で
生
き
続
け
て
い
た
事
に
な
る
。

以
上
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
啄
木
が
高
山
樗
牛
、
姉
崎
嘲
風
か
ら
影
響
を

受
け
た

「永
遠

の
生
命
」

の
思
想

は

〈
い
の
ち
〉
の
意
味
を
大
き
く
転
換
さ
せ

な
が
ら
詩
か
ら
短
歌

へ
形
を
変
え
、
啄
木

の
生
涯
を
地
下
水
脈
の
よ
う
に
流
れ

121



て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

注(1
)

主
著
と
し
て

『大
正
生
命
主
義
と
現
代
』
(鈴
木
貞
美
編
、
河
出
書
房
新

社
、

一
九
九
五

・
三
)、
『「生
命
」
で
読

む
日
本
近
代
-
大
正
生
命
主
義

の
誕

生
と
展
開
』
(日
本
放
送
出
版
協
会
、

一
九
九
六

二
二
)
。

(2
)

「樗
牛
追
悼
の
嘲
風
評
論
ー
日
露
戦
争
期

「太
陽
」
に
お
け
る

〈永
遠

の

生
命
〉
の
思
想
I
l
」
(「岐
阜
大
学
国
語
国
文
学
」
二
四
号
、

一
九
九
七
年
三

月
)

「姉
崎
嘲
風

の

〈戦
争
〉
と

〈
女
性
>
1

日
露
戦
争
期

「太
陽
」
に
お
け
る

〈永
遠
の
生
命
〉
の
思
想
H
ー
」
(「岐
阜
大
学
地
域
科
学
部
研
究
報
告

一
号
、

一
九
九
七
年
三
月
)

「総
合
雑
誌

『太
陽
』
に
お
け
る

く大
正
生
命
主
義
V
の
萌
芽
ー
高
山
樗
牛

・

姉
崎
嘲
風
の
ド
イ
ッ
思
想

・
文
化
受
容
と
日
本
文
明
批
評
1
」
(「岐
阜
大
学
教

養
部
研
究
報
告
」
三
四
号
、

一
九
九
六
年
九
月
)
な
ど
。

(3
)

伊
藤
淑
人
氏
は

『石
川
啄
木
研
究

言
語
と
行
為
』
(翰
林
書
房
、

一
九

九
六
年

一
二
月
)
の
中
で

「
ワ
グ
ネ
ル
の
思
想
」
は

く
こ
の
二
書
簡
に
触
発
さ

れ
書
い
た
も
の
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
下
地
に
置
い
て
執
筆
さ
れ
た
と
も
言

い

得
る
で
あ
ろ
う
。V
と
指
摘
し
て
い
る
。

(4
)

注
3
と
同
じ
。

(5
)

『石
川
啄
木
論
』
(塙
書
房
、

一
九
七
四
年
四
月
)。

(6
)

拙
論

「石
川
啄
木

『
マ
カ
ロ
フ
提
督
追
悼
の
詩
』
論
」
(「日
本
大
学
短
期

大
学
部

(三
島
)
研
究
年
報
」
八
集
、

一
九
九
六
年
二
月
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
7
)

注

5
と

同
じ
。

(8
)

注

5
と

同
じ
。

(
9
)

注

3
と

同
じ
。

尚
、

伊
藤

淑
人
氏

は
、
啄

木

の

ニ
ー

チ

ェ
と

ト

ル
ス

ト
イ

の
把

握

に

メ

レ

ッ

ジ

コ
ウ

ス
キ

ー

『
基
督

及

び

反
基

督
』

の
、

人

類

の

二
大

意

識

に
は
基
督

教

的

意

識

と
反
基
督

教
的

意

識
が

あ

る

と

い
う
考

え

方
が

あ

る
点

に
触

れ

て

い
る
。

こ

の
考

え
方

は
啄
木

の

ワ
グ

ナ

ー
礼

賛

に
よ

っ
て

一
度

は
否

定

さ

れ

て

い
る
が
、

啄

木

の
二
元
論

的
視

野

の
確

立

に
再

度

影
響

を
与

え

た
か
否

か

に

つ
い

て
は
今

後

検
討

し

て

い
き

た

い
と
考

え

て

い
る
。

(10
)

『
一
握

の
砂

・
啄
木

短
歌

の
世

界
』

(世
界

思
想

社
、

一
九

九

四
年
)
。
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